
32

地理Ⅰ

1 ヨーロッパの特色

⑴　自然・気候…北部の海岸には氷
ひょう

河
が

にけずられたあとの
❶

が見られる。

南部にはけわしい
❷

山脈が連なっている。気候は，暖流の 

❸
海流と，その上を吹いてくる

❹
の影

えい

響
きょう

で，高
こう

緯
い

度
ど

のわりに

温暖である（
❺

気候）。地中海地方は，夏には乾
かん

燥
そう

し，冬に降水量が多

くなる（
❻

気候）。北部では夏に
❼

が見られる。

⑵　民族…北部・中部は
❽

系，南部は
❾

系，東部は 

�
系の人々が多い。

⑶　宗教…キリスト教徒が多い。北中部は
�

，南部は 

�
，東部は

�
。
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※イギリスは2020年1月末，
　　から離脱した。
（2020年12月まで移行期間）
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2 ヨーロッパ ◦3章◦
世界の諸地域
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⑷　農業…穀物（小麦など）や飼料作物（とうもろこしなど）の栽
さい

培
ばい

と牧
ぼく

畜
ちく

（牛など）を組み合わせ

た
�

農業が営まれる。地中海沿岸では夏の乾燥に強いオリーブ・ぶどうなどの果樹

と，冬の降水を利用して小麦を栽培する
�

農業，アルプスの高地や北部で

は
�

が見られる。

⑸　鉱工業…
�

工業地域は石炭の産地に立地し，鉄鋼業などが発達した。エネル

ギー源が石油へ変わると臨海部に工場が集中。近年は航空機や医薬品，情報・通信などの

先端技術産業が発達。東ヨーロッパへの工場移転の動きもある。航空機などはＥＵ各国で分

業され生産。

2 ヨーロッパ連合（ＥＵ）

⑴　
�

の歴史…1967年，西ヨーロッパ

の６か国は，アメリカ合衆国などと競争できる経済力をつけるため

に，
�

を結成し，1993年に�へ

と発展。東ヨーロッパ諸国などの加盟が相次いだ。

⑵　�のしくみ…経済・政治統合を進め，加盟国間での人・資本・もの・サービスの移動を自

由化。独自の行政，立法，司法機関をもち，本部はベルギーのブリュッセル。加盟国のうち

共通通貨の
�

は，20か国で使用されている（2023年８月現在）。

⑶　課題…加盟国間の
�

格差や外国人労働者の問題，
�

などの環
かん

境
きょう

問題

をかかえている。
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3 ＥＵのおもな国々

⑴　イギリス…産業革
かく

命
めい

により「世界の工場」とよばれた。
�

油田の開発により石油輸

出国に。ユーロトンネルで大陸と結ばれた。首都
�

には０度の経線 

（
�

）が通る。

⑵　フランス…「芸術の都」とよばれる首都
�

には文化遺産が多く，世界中から多くの

観光客が訪れる。ＥＵ最大の農業国で，他の加盟国に小麦などを輸出。
�

発電

が特にさかん。

⑶　ドイツ…1990年，東西に分裂していた国土を統一。ＥＵ最大の工業国。国際河川の 

�
川の水質汚

お

濁
だく

や�の被害が進み，リサイクルなどの環境対策を進めた。

⑷　イタリア…長ぐつに似た形の国。
�

帝
てい

国
こく

の古代遺跡などの世界遺産が多い。

工業が発達している北部と小規模な農業中心の南部との�格差が課題。

⑸　オランダ…ベルギー，ルクセンブルクとともに
�

三国の１つで，

ＥC発足時からの加盟国。
�

（干
かん

拓
たく

地
ち

）が広がる。チューリップなどの 

�
農業や酪農がさかん。ロッテルダム郊

こう

外
がい

にＥＵの共同港の 

�
があり，石油化学工業などが発達。

⑹　その他の加盟国…社会保障制度が発達したスウェーデン，古代の遺跡が多いギリシャなど。
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▲ヨーロッパの産業

ジョージアジョージア
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▲ロシア連邦と近隣の国々

※2020年，ＥＵから離脱した。
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4 その他の国々

⑴　スイス…夏は高地，冬は低地で乳牛などを飼育する
�

が行われている。多くの観

光客がアルプスの自然などを求めて訪れる。
�

国で，多くの国際機関が置

かれている。

⑵　東
とう

欧
おう

諸国…1980年代後半以降，民主化と市場経済への移行が進み，多くがＥＵに加盟。

⑶　ロシア連
れん

邦
ぽう

…1917年のロシア革命を経て成立した世界最初の
�

主義国・ソビエト

連邦（ソ連）が，バルト三国の独立などを受けて1991年に解体し，12の共和国の１つとして成

立した。

①　自然…世界の陸地の約８分の１を占める世界最大の国。多くは
�

帯・寒帯に属

する。
�

山脈より東のシベリアには，
�

とよばれる針葉樹林帯

が広がる。

②　産業…
�

地帯は世界的な小麦の産地。石油・天然ガス・石炭などの資源が豊富。

産業の再編が進むが，所得格差などが課題。シベリアや樺
から

太
ふと

（サハリン）などの極
きょく

東
とう

地域で

は，
�

鉄道・バム（第２�）鉄道を建設。

③　民族問題…人口の多くは
�

系のロシア人だが，100をこえる少数民族がく

らし，国内のチェチェンや隣国のジョージアなどとの間に，民族問題を背景とする紛
ふん

争
そう

が

おこった。

④　
�

侵攻…ロシアの侵攻でＥＵへの石油などの供給や日本との共同

開発が止まる。

パイプラインで輸出

2022年２月，ロシアがウクライナへ侵攻




